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１．固定資産GISとは

固定資産GISの特徴、利用データの紹介
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１-①. 導入目的と特徴 【 1.固定資産GISとは 】
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GISについて 固定資産GISの特徴

・GIS（Geographic Information System）とは
地理的位置を手がかりに、位置に関する情報
を持ったデータを総合的に管理・加工し、視
覚的に表示するシステムである。

・地理的な図形情報のみならず、人名や種類などの属
性情報を紐づけることで、高度な分析や
迅速な判断をすることができる。

・様々な地図情報を重ね合わせ
ることで、目に見えない関係性
を可視化できる。また、2時期の
写真を並べることで過去と現在
の変化を把握することができる。

・複雑で専門性が高く処理件数が多い画地計測も
専用機能によって、画一的な評価をする
ことができる。

・現地調査リストや現地調査資料を簡単に作成する
ことができる。さらに、モバイル端末を利用
することで、現地で調査した結果を直接反
映することができる。

・全庁公開できない課税台帳データを
取り扱うことができる。

・窓口対応において、対象地の検索・参照・印刷
までを一貫して行うことができるため、待ち
時間を省略することができる。

・現在と過去のデータを比較することで、
時系列で土地・家屋、価格の動きを分析できる。
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１-②. 固定資産GISで利用するデータ 【 1.固定資産GISとは 】

・評価・課税事務で使用する台帳情報や地図データを関連づけることで、効率的に情報の確認や取得ができる。

・台帳・地図のデジタル化やオープン化が進んでおり、さまざまな情報を重ね合わせることで分析や検証を行うことができる。

価格情報

公示・調査地相続税路線価

補正関連情報

土砂災害警戒 浸水想定区域

高圧線都市計画施設予定地

固定資産評価情報

用途地区 状況類似地域

標準宅地 路線

鑑定評価書

画像データ

航空写真 衛星写真

360度画像 3D画像
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GIS基本情報

上下水道、都市ガス 指定道路図

数値地形図 道路台帳図

都市計画用途図 住宅地図

固定資産基本情報

地番現況図 家屋現況図

土地・家屋課税台帳 登記情報

公図・地積測量図
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２．日常業務に関する機能

地目の変更や分合筆等、異動のあった土地を評価する
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２-①. 登記の通知情報の取り込みと管理 【 2.日常業務に関する機能 】

取込

登記の通知情報を取り込んで地図に連携

評価事務の進捗を管理

・法務局から提供される登記の通知情報（CSV）を固定資産GISへ取り込む。

・取り込んだ登記の通知情報を地図上で参照する。

・登記の通知情報を固定資産GISへ読み込み、評価事務の進捗を管理する。

登記の通知情報
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２-②. 地番図の更新 【 2.日常業務に関する機能 】

・登記の通知に添付される地積測量図の座標値に基づき、地番図の分筆・合筆などを行う。

・土地の情報を確認できるように、地番図データの各筆に地積測量図をファイリングする。

・必要時にファイリングした情報を表示して、土地情報を確認する。

地積測量図

地積測量図の座標値を
基に、地番図を更新
（分筆・合筆）

地積測量図などの情報を
各筆へファイリング

必要時にファイリングした情報
を表示して、土地情報を確認
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２-③. 地目・画地の確認 【 2.日常業務に関する機能 】

異動箇所の画地の確認

新旧の航空写真比較：地目変更の把握異動箇所の地目の把握 （新） (旧）

・航空写真と地番図を重ね合わせ、異動箇所の地目を把握し、あわせて画地の状況を確認する。

・二つの時点の写真を見比べて、地目や家屋の異動箇所を把握する。

宅地 雑種地
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２-④. 現地調査用資料の作成（実地調査） 【 2.日常業務に関する機能 】

紙の図面とリストで現地を確認

タブレットで現地を確認

・現地の確認が必要な筆について、現地調査図や現地調査リストを印刷する。

・現地調査図や現地調査リストなどをタブレットに取込み、現地調査の負担を軽減する。
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２-⑤. 画地の計測 【 2.日常業務に関する機能 】

画地認定 正面・加算路線認定 画地計測

・土地の利用状況や所有者の情報などを確認しながら画地を認定する。

・航空写真・地番図等の情報や現地確認の結果を基に、正面路線や加算路線を認定する。

・正面・加算路線を指定し、間口・奥行、蔭地割合などの画地条件を自動計測する。
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間口
奥行

想定整形地
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２-⑥. 評価額の計算と基幹システムへの入力 【 2.日常業務に関する機能 】

・評価情報や画地計算結果を帳票に印刷して、税務システムへ手動で入力する。

・評価情報や画地計算結果をCSVデータなどにして、直接またはRPAを使って税務システムに登録する。

評価情報を手入力

評価情報をデータで連携

評価情報

税務システム

固定資産GIS
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２-⑦. 窓口対応 【 2.日常業務に関する機能 】

・窓口の閲覧サービスとして、固定資産GISから公図や写真図を印刷して住民へ提供する。

・固定資産GISで評価情報を確認しながら納税者に対して、効果的且つ説得力のある説明を行う。

固定資産GIS
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公図

納税者への説明

公図や写真図の提供
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３．評価替え業務に関する機能

３年に一度、土地の評価を見直す
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３-①. 用途地区・状況類似地域の設定 【 3.評価替え業務に関する機能 】

・航空写真、地形・地物図、土地利用現況図などの地図データを重ね合わせて、用途地区・状況類似地域を見直す。

状況類似地域“01222”の用途地区の変
更に伴い、当該地域を区分する。
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土地利用現況図

地形・地物図

航空写真
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３-②. 標準宅地の設定 【 3.評価替え業務に関する機能 】

・建物利用現況図、画地条件図、住宅地図などを基に、標準宅地の新設や位置変更を行う。

標準宅地を新設

標準宅地を位置変更
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住宅地図

建物利用現況図（家屋図）

画地条件図（地番図）
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３-③. 路線の区分と見直し 【 3.評価替え業務に関する機能 】

・用途地区・状況類似地域図、街路条件等要因図、相続税路線価の区分などを確認し、路線の新設や分割を行う。
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状況類似地域の変更

通路の開設

路線の区分

路線の新設

相続税路線価図

用途地区・状況類似地域図

街路条件等要因図
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３-④. 価格形成要因の調査 【 3.評価替え業務に関する機能 】

・車両から取得した画像を固定資産GIS上で確認することで、街路条件（幅員、舗装の状況等）を取得する。

・最寄駅・中心商業地・公共施設などの距離を計測する。

・路線価図に災害情報や法規制などを重ね、環境条件や行政的条件を取得する。
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「駅までの距離」
の要因を取得

幅員などの街路条件を調査 駅距離などの交通・接近条件を調査
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３-⑤. 路線価の付設（路線価の計算）と検証 【 3.評価替え業務に関する機能 】

・標準宅地と路線の価格形成要因を比較することで、路線価を算出する。

・算出した路線価と相続税路線価や前基準年度路線価を重ね合わせて、路線価のバランスを検証する。

路線価算出

相続税路線価図

前基準年度路線価図

路線価図
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３-⑥. 各種補正率の調査 【 3.評価替え業務に関する機能 】

・地番図に土砂災害警戒区域や都市計画施設予定地などの地図情報を重ね合わせて、面積割合を取得する。

・面積や寸法を計測することで、補正率を自動計算する。

土砂災害警戒区域 都市計画施設予定地
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４．評価・課税情報の検証に関する機能

課税台帳の評価情報について、誤りが無いかを検証する
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地目の検証

４-①．評価・課税情報の検証に関する機能

正面・加算路線の検証 住宅用地の検証

• 地番図に課税情報（地目）を表示し、航空写真と重ね合わせて地目を検証する。

• 画地の情報を基に、画地から正面・加算路線へ矢印を生成して、正面・加算路線の適否を検証する。

• 土地と家屋の用途を色分け表示し重ね合わせることで、住宅用地の適用状況を検証する。

土地：非住宅用地
×

家屋：居宅
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５．今後、ＧＩＳで活用が期待される画像データ

真上からの画像以外に、横からの画像や３D画像を活用
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５-①．今後、ＧＩＳで活用が期待される画像データ

ドローン 航空機 衛星

車両

地番図

回転して4方向から確認

航空機「３D画像」

画地の認定
間口・奥行きの計測

• ドローン・航空機・衛星画像を、それぞれの特徴に応じて評価事務で活用する。

• 車両から撮影した画像情報を基に、現地の状況確認のほか、街路条件などの現地情報を取得する。

• ３D画像を利用し、家屋の壁面情報、間口・奥行き、高さ・傾斜角度を調査する。
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解像度：10～20cm解像度：1～3cm程度 解像度：30cm程度
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